
 

 

 

 

 

 

 猛暑が続いております。7 月でこのような暑さが続くのはあまり記憶に無いような気がしま

す。この暑さによる熱中症で命を落とす人がでていると連日テレビで放送されていますが、

どうも高齢者が多いようです。外出時だけでなく、室内でも危険な場合があり 29 度位で湿

度が 90％を超えると危険だそうです。風にあたり、のどが渇かなくてもこまめに水分を取る

ようにし、熱中症にならない予防をすることが大切だと思います。 

皆様も充分注意して下さい。 

 

 

新会員あいさつ 

塚田 保則会員 (つかだ やすのり)  ５２歳 

八十二銀行 岡谷支店 支店長 

職業分類：20 金融  細分類：地方銀行    

 

不慣れで何も分からず戸惑っております。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

・ 8 月のＲレートは 1＄88 円です。 

・ 8/10 のナイトクルーズは二胡の演奏を聴いて頂けるように準備しています。また、今回は

白鳥丸に乗って頂きます。多くの方のご参加をお待ちしています。 

・ 今年度の誕生祝の「ブルゾン」が好評を頂いていますので、次週の例会で皆さんにお渡

ししたいと思います。清掃例会等ご活用下さい。(毎月の誕生祝は発表のみとします。) 

例会変更 

松本西南ＲＣ＝8/10(火)納涼家族例会に変更。ﾋﾞｼﾞﾀｰ受付は 12-13 時まで例会場にて。 

幹 事 報 告 

会 長 挨 拶 
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はじめまして、八十二銀行岡谷支店の塚田でございます。 

6月24日付で前任の小出からバトンを渡されまして、坂城支店より赴任してま

いりました。 

坂城も岡谷と同じように製造業が集積したところですが、「歴史が違う分、

懐の深さも違うな」というのが1ヶ月ほど居ての感想です。 

岡谷・諏訪の地域にはこれまで勤務した経験が無く、少々戸惑っているのも事実でして、

これから皆様に教えていただきながら一日も早く皆様のお役に立てるようにがんばりたいと

思います。 

さて本日は最近の経済動向と題して、長野県経済の現状と見通しについてお話したい

と思います。 

 

【最悪期を脱した日本経済】 

内閣府が発表した2010年1～3月期の国内総生産

（ＧＤＰ）の速報値は、物価変動の影響を除いた実質

で前期比1.2％増、年率換算では4.9％増となりまし

た。中国などアジア向け輸出が好調で、成長を大きく

後押ししました。企業業績が回復する中、景気全体

では持ち直し傾向が続いています。 

 

 

 

【日本の輸出数量は中国、アジア向けでﾘｰﾏﾝ･ｼｮｯｸ

時を上回る水準へ】 

今回特に中国やアジア向けで輸出の増加がみられ

ますが、米国、欧州は弱い動きのままです。足もとで

は中国やアジア（中国含む）向けの輸出数量は、

2010年1月、2月は弱い動きとなりましたが、3月には

大幅に増加し、リーマン・ショック時の水準を越えるま

でに回復しています。 

 

 

【持ち直しの動き続く長野県経済】 

四半期別業況アンケート結果（７月調査）によると、

4-6 月期の県内企業の業況判断ＤＩは△26.6 となり、

５期連続で改善しました。 

業種別では特に製造業の持ち直しの動きが顕著。

一方、非製造業も持ち直したが、来期見通しでは非

製造業は悪化見通しとなっています。 

 

 

卓 話 ｢最近の経済動向｣
塚田 保則 会員 

日本からの海外地域向け輸出数量指数の推移（2005年＝100）

（資料）財務省「貿易統計」をもとに作成

日本の輸出数量は、中国、アジア向けでリーマン・ショック時を上回
る水準へ
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２．持ち直しの動き続く長野県経済
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全産業

          Ⅱ期　　　　　　 　Ⅲ期
　　　　（4-6月）  前期 　（7-9月）見通し
 製 造 業 ▲4.8 （▲36.4）　 ▲3.2
 全 産 業 ▲26.6（▲44.8）　 ▲27.2
 非製造業 ▲46.2（▲52.5） 　▲49.0

長野県内企業の景況感の推移

製造業と非製造業の景況感格差が拡がる

四半期別業況アンケート結果（７月調査）によると、4-6月期の県内企業の業況判断ＤＩは
△26.6となり、５期連続で改善した。

業種別では特に製造業の持ち直しの動きが顕著。一方、非製造業も持ち直したが、来期
見通しでは非製造業は悪化見通しとなっている。



 

 

【産業別7-9月期見通しは「やや上昇」以上が7業種】 

一般機械・情報通信・電子部品デバイス・精密機械・

自動車用部品・機械器具卸・自動車小売の7業種が

「やや上昇」以上となりました。 

 

 

 

 

 

【製造業の売り上げは持ち直すも利益面改善に遅れ】 

持ち直しの動きが続く製造業ですが、懸念される面

もあります。海外需要を中心とした受注の持ち直しを

主因として、製造業の業況感は持ち直しの動きが続

いています。ただ財務の状況をみると、売上高は前

年水準を上回った企業が６割であるのに対し、経常

利益では4割にとどまっています。前年同期は、かな 

りの低水準であったことや対象外の赤字企業2～3割 

であったことを考えても、まだ半数以上の企業が前年 

割れの状況にあり、回復の差にバラツキもみられ二 

極化が広がっている様子がうかがえます。 

 

 

【今後の景気見通し –暫くは外需に依存-】 

暫くは中国・インドなどアジア中心の外需依存状況が

続きそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

【今後のﾘｽｸ要因】 

米国の主要都市の住宅価格指数は、4月に3カ月ぶ

りの前月比プラスとなりましたが、低水準の状況が続

いています。米国の商務省が発表する建設許可件

数は、自治体などへの許可申請が必要な地域にお

ける建設許可発行件数（季節調整済・年率換算）を

まとめたもので、住宅需要の先行指標となりますが、

明確な下げ止まりには至っていません。 

 

製造業の売り上げは持ち直すも、利益面の改善に遅れ

海外需要を中心とした受注の持ち直しを主因として、製造業の業況感は持ち直しの
動きが続いている。

ただ売上高をみると、前年水準を上回った企業が６割であるのに対し、経常利益で
は4割にとどまっている。前年同期は、かなりの低水準であったことを考えると、
まだ半数の企業が前年割れの状況にあり、回復の差にバラツキもみられ二極化が広
がっている。

（資料）長野経済研究所
（注）今期又は前年同期が赤字の場合は対象から除いている
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３．今後のリスク要因 ①米国経済の減速

米国主要20都市住宅価格指数の推移
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• 米国の主要都市の住宅価格指数は、4月に3カ月ぶりの前月比プラスとなったが、低
水準の状況が続いている。

• 住宅需要の先行指標となる建設許可件数は、前月に比べプラスとなったが明確な下
げ止まりには至っていない。



 

 

 

7 月 20 日 

牛山幸一・梅垣和彦・太田博久・小口成人・小口泰史・尾関秀雄・笠原祥一・小松正二・

佐藤有司・杉田隆夫・高木昭好・竹村一幸・濵 透・濵 俊弘・林 尚孝・林 裕彦・林 靖

高・原 史郎・藤森睦美・宮坂宥澄・宮澤由己・矢島 實・山岡正邦・山岸邦太郎  早朝

例会、照光寺様にお世話になります。健康倍増仕事も倍増。 

 

7 月 27 日 

井上保子・太田博久・小口成人・小口雅弘・小口泰史・尾関秀雄・小野 仁・笠原祥一・北

澤洋之介・北村正春・小松正二・白鳥修次・杉田隆夫・高木昭好・竹村一幸・中嶋孝一・

中村文明・濵透・濵 俊弘・林 尚孝・林 裕彦・林 靖高・平沢清文・藤森睦美・宮坂 伸・

宮坂宥洪・宮坂宥澄・矢崎宏明・矢島 實・山岡晴男・山岡正邦・山岸邦太郎・山崎典夫  

新会員 八十二銀行岡谷支店長 塚田保則様を歓迎します。卓話もよろしくお願いしま

す。 

 

 

 

 

7/20 会員数４４名、出席者２９名、出席率６５.９１％、前々回訂正８６.３６％ 

7/27 会員数４５名、出席者３５名、出席率７８.７８％、前々回訂正８１.８２％ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 報 告 

ニコニコボックス 

2010-2011 年度ＲＩテーマ 
地域を育み、大陸をつなぐ 
BUILDING COMMUNITIES 

BRIDGING CONTINENTS 


